






様式（１）-①

都市再生整備計画（第２回変更）

箱崎
は こ ざ き

地区

福岡
ふくおか

県　福岡
ふくおか

市

令和　６年　12月



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 100 ha

令和 4 年度　～ 令和 8 年度 令和 4 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標　

単　位 基準年度 目標年度

㎡ R3 R8

人 R3 R8

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

大目標：　イノベーションを生み出す新たな拠点の創出
　　目標１：鉄道駅を中心とした交通結節機能の強化
　　目標２：地域のアメニティ・防災等機能の確保
　　目標３：未来に誇れる、持続可能なまちづくりの推進

【まちづくりの経緯】
○平成24年12月　「福岡市基本計画（第9次）」策定
〇平成25年2月　「九州大学箱崎キャンパス跡地利用将来ビジョン」策定
○平成26年度　「福岡市都市計画マスタープラン」策定
〇平成27年3月　九州大学箱崎キャンパス跡地利用計画
○平成30年7月　「九州大学箱崎キャンパス跡地グランドデザイン」策定
○令和3年3月 貝塚駅周辺地区土地区画事業計画決定（現在事業中）
【地区の現況】
○本地区は、福岡市の北東部に位置し、福岡都市高速鉄道２号線（地下鉄箱崎線）及び西日本鉄道貝塚線の貝塚駅や九州大学箱崎キャンパス跡地、箱崎中学校等を含む地区である。
○九州大学箱崎キャンパス跡地は都心部に近く、市街地内の貴重な大規模活用可能地として、本市基本計画や都市計画マスタープランにおいて、「機能を充実・転換する地区」に位置づけられており、新たな都市機能の導入により土地利用転換を図ることとしている。
○地区南側は九州大学箱崎キャンパスであったが、移転完了、跡地となっている。その他、住宅、箱崎中学校が立地し、中学校は地区内で移転予定である。
○JR鹿児島本線と西鉄貝塚線が地区内の南北を通り、地区西側境界は国道3号となっている。地区内には西鉄貝塚線の２駅（貝塚駅・箱崎九大前駅）が立地するとともに、JRの新駅整備が予定されている。またJR鹿児島本線は地区内は地平区間、西鉄貝塚線は地
区北側では地平区間だが、地区内の箱崎九大前駅付近から地下区間となっている。

箱崎地区においては、以下の課題が存在する。
【鉄道駅を中心とした交通結節機能の強化】
　・貝塚駅は駅前広場空間が不足するなど、交通結節機能の確保（バース・プール等整備、幹線道路から駅へのアクセスの改善）が求められる。
　・地区内はJR,西鉄が南北に走りJR踏切も狭小であるため、東西方向の動線が不足している。
　・新駅整備が予定されており、新駅周辺において鉄道横断や自転車駐輪等の機能確保が必要である。
【貝塚公園等を活用した地域のアメニティ・防災等機能の確保】
　・貝塚公園は開設から40年が経過し、施設等の老朽化が進み利用者へのニーズに対応しきれなくなっていることから、公園の再整備を含め、地域全体の癒しの空間や防災機能の確保等を検討する必要がある。
　・旧箱崎キャンパスをはじめ、歴史的遺産の保存や緑豊かな空間確保等、まちづくりの象徴となるような空間づくりを検討する必要がある。
【大学跡地の特性を活かした100年後の未来に誇れる、持続的なまちづくりの推進】
　・大学跡地として、「充実した境域・研究の環境を生み出し、人を育てる」まちづくりを進める必要がある。
　・モビリティやエネルギー、IoT、人工知能などのテクノロジーを活用した次世代社会インフラの導入を目指した仕組みづくりが必要である。

○「福岡市総合計画」（平成24年度）では、「住みたい、行きたい、働きたい。アジアの交流拠点・福岡」を将来の都市づくりに向けて掲げている。
○「福岡市都市計画マスタープラン」（平成26年度）の区別構想（東区）では、当該地区を「交通の利便性が高く、界隈性を持った区の拠点」に設定し、「機能を充実・転換する地区」として、まちづくりを進めている。
○福岡市の基本計画や都市計画マスタープランにおいて、箱崎キャンパス跡地周辺は、福岡市の将来の都市活力の一端を担うポテンシャルを有しており、機能を充実・転換する地区として、市街地内の貴重な大規模活用可能地として位置づけられ、新たな都市機能
の導入により土地利用転換を図ることとしている。
○九州大学箱崎キャンパス跡地グランドデザイン（平成30年7月策定）
　【FUKUOKA Smart EAST】　少子高齢化など、まちづくりの様々な課題を解決しながら、持続的に発展していくため、最先端の技術革新の導入などによる、快適で質の高いライフスタイルと都市空間を創出し、未来に誇れるモデル都市「FUKUOKA Smart EAST」を創造
していく。まずは、その先駆けとして、箱崎のまちづくりにおいて取組み、それが全市に広がり、さらに市を超え、より多くの人々に届くよう進めていく。
　【まちづくりの基本的な考え方】
　－九州大学が百年存在した地としてのブランドと、広大な敷地や交通といった強みを活かし、働く人や学ぶ人、住む人、訪れる人などこれまで以上に幅広い人々が集まり、イノベーションを生み出す新たな拠点を創出する。
　－千年以上に渡る箱崎の歴史や文化も踏まえながら、新たな拠点の創出に向け、イノベーションを生み出すチャレンジできるまちと、幅広い人々を惹きつける高質で快適なライフスタイルや都市空間づくりに取り組み、未来に誇れるまちを創造していく。

土地利用面積
エリア内宅地における土地利用がなされている（又はなさ
れる）敷地面積

土地利用面積の増進は、イノベーションを生み出す新たな拠点の
創出に合致
目標値は、ビルトアップ曲線による目標年次（R8）を基に設定

2,551㎡ 21,594㎡

1,200人実証実験参加人数
官民連携による（仮称）イノベーション導入支援組織や
FUKUOKA Smart EASTモビリティ推進コンソーシアムによ
る社会実装に向けた様々な実証実験への参加人数

実証実験参加人数の増加は、未来に誇れる持続可能なまちづくり
の推進に合致
（地域住民などの理解促進や意識醸成が図られ、実証実験を含む
「最先端テクノロジー・イノベーションによる様々な社会課題解決・
社会実装」が持続的なものとなる）
目標値は、過年度実績値（本市による最先端テクノロジーなどのプ
ロモーション）を基に設定

0人

都道府県名 福岡県 福岡市  箱崎地区

計画期間 交付期間 8



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

整備方針3　未来に誇れる、持続可能なまちづくりの推進

・新たな技術等も踏まえて道路照明灯や防犯カメラを設置することで、防犯・見守り分野における社会課題の改善を図る。

・九州大学が存在した地として、新たな活力や交流を生み出すため、モビリティやエネルギー、IoT、人工知能などのテクノロジーを
活用した次世代社会インフラの導入を目指した仕組みづくりを進める。

◇高質空間形成施設
機能拡張型道路照明灯整備事業
◇提案事業
イノベーション導入支援事業、自動運転モビリティ検討事業
認知症施策推進事業

【九州大学箱崎キャンパス跡地のまちづくりの概要】
◆多様な機能を持ちながら、まち全体の一体感を創出する

・多様な機能を持ちながらまち全体の一体感を創出するため、平面・立体・有機的につながる都市機能の誘導や景観の形成を図る
・空間等の価値を最大化するため、外部区間や建物内空間の効果的な運用やモノの共有化など、共有社会の創出

◆周辺地域と調和・連携・交流しながら一体的に発展する
・まちの魅力や防災性向上につながる、公園や広場などを適宜配置
・人中心のまちづくりを進め、回遊性の向上や、憩い、にぎわい、交流をもたらすため、オープンスペースを結び、まち全体を連続的に「そうつく」＊（＊歩き回るという意味）
・町全体及び周辺地域が一体的に発展するため、長い歴史に育まれた箱崎の文化や関係性を大切にし、魅力ある資源を活かすなど、周辺地域との調和・連携・交流を図る

◆持続的に発展し、100年後の未来に誇れるまちをつくる】
・最先端の技術革新による質の高いライフスタイルを創出する先進的なまちづくり”FUKUOKA Smart EAST”の取組において、常に新たなライフスタイルや価値観を享受することができる持続可能なまちの創出
・モビリティやエネルギー、IoT、人工知能などのテクノロジーを活用した次世代社会インフラの導入を目指した仕組みづくり

【九大箱崎キャンパス跡地のまちづくりキーワード】
◆福岡市の持続的な成長に資する、「新たな活力・交流を生み出す」まちづくり
◆九州大学が存在した地として、「充実した境域・研究の環境を生み出し、人を育てる」まちづくり
◆高度医療施設の立地や高い利便性を生かして、「安全・安心・快適で健やかに暮らす」まちづくり
◆千年のまち、大学百年の「歴史文化資源を大切にする」まちづくり
◆次世代の環境技術と豊かな緑を生かして、「環境と共生し、持続可能なまちをつくる」

【JR鹿児島本線の新駅開業が予定】
◆2025年開業予定

※今後の土地区画整理事業等の状況を踏まえて決定

【箱崎中学校が移転予定】
◆地区北部にある箱崎中学校（校地面積約31,000㎡）が、九州大学箱崎キャンパス跡地内に移転予定

方針に合致する主要な事業
整備方針1　鉄道駅を中心とした交通結節機能の強化

・都市計画マスタープランに掲げる「交通の利便性が高く、界隈性を持った区の拠点」を実現するため、鉄道駅周辺において安全な
道路等の整備や歩行空間の確保を行い、交通結節機能の強化とともに、住民や来街者の安全性・回遊性を図る。

◇道路
交差点改良
◇地域生活基盤施設
自由通路整備、自転車駐車場整備、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ設置、太陽光発電設備設置
◇高質空間形成施設
画像解析カメラ設置
◇関連事業
貝塚駅周辺地区土地区画整理

整備方針2　地域のアメニティ・防災等機能の確保

・地区内の自然・文化資源の継承や魅力的な形成に資する公園整備等を行うことで、地域の癒し空間や防災機能の確保等、良質
な空間づくりを推進する。

◇公園
貝塚公園再整備事業
◇地域生活基盤施設
史跡元寇防塁（箱崎地区）整備活用
◇関連事業
貝塚駅周辺地区土地区画整理



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市再生整備計画事業） 様式（１）-④-２

交付限度額
（金額の単位は百万円）

基幹事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ
道路 福岡市 直 1箇所 R5 R7 R5 R7 220.0 220.0 220.0 220.0 －

公園 福岡市 直 33,000㎡ R8 R10 R8 R8 1,105.0 355.0 355.0 355.0 3.50

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム
地域生活基盤施設 福岡市 直 1箇所 R7 R11 R7 R8 472.0 331.0 331.0 331.0 －
地域生活基盤施設 福岡市 直 3箇所 R7 R8 R7 R8 825.0 825.0 825.0 825.0 －
地域生活基盤施設 福岡市 直 1箇所 R4 R8 R4 R8 2,404.7 2,404.7 2,404.7 2,404.7 －
地域生活基盤施設 福岡市 直 発電量：20KW R8 R8 R8 R8 20.0 20.0 20.0 20.0 －
地域生活基盤施設 福岡市 直 1箇所 R8 R8 R8 R8 40.0 40.0 40.0 40.0 －
高質空間形成施設 福岡市 直 4基 R7 R8 R7 R8 25.0 25.0 25.0 25.0 －

高質空間形成施設 福岡市 直 4箇所 R8 R8 R7 R8 40.0 40.0 40.0 40.0 －

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

住宅市街地総合整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 5,151.7 4,260.7 4,260.7 0.0 4,260.7 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

福岡市 直 R8 R8 R8 R8 5.0 5.0 5.0 5.0

イノベーション導入支援事業
福岡市

（イノベーション導入支援組織）
直 R7 R8 R7 R8 30.0 30.0 30.0 30.0

自動運転モビリティ検討事業
福岡市

（FUKUOKA Smart EAST
ﾓﾋﾞﾘﾃｨ推進ｺﾝｿｰｼｱﾑ）

直 R4 R8 R4 R8 233.0 233.0 233.0 233.0

福岡市 直 R5 R8 R5 R8 47.4 47.4 47.4 47.4

合計 315.4 315.4 315.4 0.0 315.4 …B

合計(A+B) 4,576.1
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
福岡市 23.4ha 〇 R３ R10 4,902

UR 28.2ha 〇 H28 R5 15,690

合計 20,592

2,059.2

事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体

所管省
庁名

規模
（いずれかに○）

事業活用
調査

事業効果把握調査

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

史跡元寇防塁（箱崎地区）

画像解析カメラ

自転車駐車場
自由通路
デジタルサイネージ
太陽光発電設備
照明灯

交差点改良（貝塚駅アクセス道路と国道3号線接続部）

貝塚公園

事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

交付対象事業費 4,576.1 国費率 0.45

事業 事業箇所名

事業 事業箇所名 事業主体
所管省
庁名

規模

認知症施策推進事業

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

貝塚駅周辺土地区画整理事業 福岡市東区筥松３丁目、筥松４丁目、箱崎６丁目、箱崎７丁目

箱崎地区住宅市街地総合整備事業 福岡市東区箱崎６丁目



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

箱崎地区（福岡県福岡市） 面積 100 ha 区域 福岡市東区箱崎3丁目の一部、箱崎6丁目、箱崎7丁目の一部、筥松4丁目の一部

500m0



土地利用面積 （　㎡　　） 2,551 （R3年度） → 21,594 （R8年度）

実証実験参加人数 （　人　　） 0 （R3年度） → 1200 （R8年度）

　箱崎地区（福岡県福岡市）　整備方針概要図（都市再生整備計画事業）

目標

大目標：イノベーションを生み出す新たな拠点の創出

目標１：鉄道駅を中心とした交通結束機能の強化

目標２：地域のアメニティ・防災等機能の確保

目標３：未来に誇れる、持続可能なまちづくりの推進

代表的な

指標

様式（１）-⑦-２

■【基幹事業】地域生活基盤施設
自由通路整備事業

■【基幹事業】道路
交差点改良事業

■【基幹事業】地域生活基盤施設
史跡元寇防塁（箱崎地区）整備活用事業

■【基幹事業】高質空間形成施設
機能拡張型道路照明灯整備事業（計4箇所）

□【提案事業】
事業活用調査
・事業効果把握調査

まちづくり活動推進事業
・イノベーション導入支援事業
・自動運転モビリティ検討事業
・認知症施策推進事業

貝塚
公園

■【基幹事業】地域生活基盤施設
自転車駐車場整備事業（計４箇所）

■【基幹事業】地域生活基盤施設
太陽光発電設備設置事業

■【基幹事業】地域生活基盤施設
デジタルサイネージ設置事業

■【基幹事業】高質空間形成事業
画像解析カメラ設置事業

■【基幹事業】公園
貝塚公園再整備事業

○関連事業
事業主体：福岡市
貝塚駅周辺土地区画整理事業

事業主体：UR
箱崎地区住宅市街地総合整備事業
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